
近現代十巻章研究略史概観

― 11 ―

近
現
代
十
巻
章
研
究
略
史
概
観

小

宮

俊

海

一　

問
題
の
所
在

　

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
は
、
真
言
宗
の
宗
祖
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
入
定
）（
以
下
、
空
海
）
が
宝
亀
五
年
（
七

七
四
）
六
月
一
五
日
、
四
国
讃
岐
国
多
度
郡
方
田
郷
（
現
在
、
香
川
県
善
通
寺
市
）
に
誕
生
し
て
か
ら
一
二
五
〇
年
の
正
当
年
と
さ

れ
る（
１
）。
こ
の
慶
事
に
際
し
、
真
言
宗
智
山
派
（
以
下
、
本
宗
）
に
お
い
て
も
記
念
法
要
の
勤
修
を
は
じ
め
、
各
種
慶
讃
事
業
が
遂
行

さ
れ
て
い
る（
２
）。

　

智
山
伝
法
院
に
お
い
て
は
、
記
念
出
版
事
業
の
一
貫
と
し
て
今
後
本
宗
に
お
い
て
初
学
者
が
真
言
教
学
を
修
学
す
る
際
の
基
礎
資

料
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
『
十
巻
章　
本
文
編
』（
以
下
、『
本
文
編
』）
及
び
『
十
巻
章　
訓
読
編
』（
以
下
、『
訓
読
編
』）

の
刊
行
に
向
け
、
共
同
研
究
を
行
っ
て
き
た（
３
）。

　

十じ
っ

巻か
ん

章じ
ょ
うと

は
、
空
海
の
教
学
的
著
作
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
十
巻
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
実
は
、
観
如
房
元
瑜
（
一

七
五
六
〜
一
八
二
六
）
撰
『
即
身
成
仏
義
講
翼
』
巻
上
（
智
山
書
庫
二
五
─
五
二
─
三
）
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
る
配
列
に
よ
る
と
、
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『
即
身
成
仏
義
』（
以
下
、『
即
身
義
』）
一
巻
・『
声
字
実
相
義
』（
以
下
、『
声
字
義
』）
一
巻
・『
吽
字
義
』
一
巻
・『
弁
顕
密
二
教
論
』

（
以
下
、『
二
教
論
』）
二
巻
・『
秘
蔵
宝
鑰
』（
以
下
、『
宝
鑰
』）
三
巻
・『
般
若
心
経
秘
鍵
』（
以
下
、『
秘
鍵
』）
一
巻
に
真
言
宗
で

は
伝
統
的
に
龍
猛
菩
薩
造
・
不
空
三
蔵
（
七
〇
五
〜
七
七
四
）
訳
と
さ
れ
る（
４
）『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』（
以

下
、『
菩
提
心
論
』）
一
巻
の
合
計
十
巻
の
順
と
な
る
。

　

十
巻
章
は
、
真
言
教
学
を
修
学
す
る
上
で
最
も
基
礎
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
高
野
山
上
な
ど
に
お
い
て
初
学
者
は
思
想
内
容
を

理
解
す
る
前
段
階
と
し
て
師
僧
よ
り
本
文
を
読
み
聞
か
せ
さ
れ
る
「
素そ

読ど
く

」
と
い
う
方
法
に
よ
り
修
学
が
開
始
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ

る（
５
）。
こ
の
本
文
の
読
み
習
い
方
法
に
つ
い
て
、
新
義
門
流
で
あ
る
根
来
読
み
と
、
高
野
山
の
流
を
伝
え
る
南
山
読
み
が
あ
る
。
こ
れ

ら
が
論
義
の
方
法
や
思
想
解
釈
な
ど
の
相
違
に
基
づ
き
、
伝
統
的
な
異
同
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
を
「
読よ
み

曲く
せ

」
と
い
う
。

　
『
本
文
編
』
及
び
『
訓
読
編
』
作
成
に
は
、
智
山
書
庫
蔵
聖
教
の
内
、
近
世
江
戸
期
の
各
種
版
本
を
用
い
て
本
文
校
訂
を
行
い（
６
）、

そ
れ
ら
に
付
さ
れ
る
返
り
点
や
訓
点
、
四
声
点
な
ど
に
基
づ
き
、
新
義
・
古
義
の
伝
統
的
な
読
曲
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
各

種
資
料
を
参
考
と
し
て（
７
）、
書
き
下
し
文
の
作
成
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
浮
上
し
た
問
題
点
や
異
同
に
つ
い
て
は
、『
訓
読
編
』

所
収
の
各
著
作
末
尾
に
注
釈
と
し
て
記
載
し
、
適
宜
参
照
の
可
能
な
も
の
と
し
て
提
示
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
新
義
・
根
来
門
流
で

あ
る
洛
東
智
積
院
に
お
け
る
伝
統
的
な
読
曲
を
あ
る
程
度
反
映
さ
せ
な
が
ら
も
現
代
に
お
け
る
初
学
者
で
も
修
学
に
活
用
す
る
こ
と

の
で
き
る
資
料
と
し
て
提
供
で
き
る
も
の
を
作
成
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
二
種
の
目
的
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ

れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
智
山
書
庫
蔵
聖
教
の
江
戸
期
版
本
を
用
い
、
当
時
の
真
言
宗
学
の
伝
統
的
修
学
方
法
の
解
明
を
し
て
い
く
作
業
を

用
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
に
現
代
の
初
学
者
が
活
用
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
近
現
代
お
い
て
真
言
宗
の
碩
学
た
ち
が
一
般
に
向
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け
活
字
刊
行
し
た
研
究
の
蓄
積
も
参
考
と
し
て
用
い
て
い
る
。
共
同
研
究
に
参
画
し
た
伝
法
院
研
究
職
一
同
も
後
者
に
よ
り
修
学
し

て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
今
一
度
、
こ
れ
ら
後
者
の
近
現
代
に
お
け
る
十
巻
章
に
関
す
る
研
究
動
向
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

一
連
の
研
究
に
対
し
、
読
者
設
定
と
い
っ
た
目
的
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の
類
型
化
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
ど
の
程
度
、

近
現
代
に
お
い
て
新
義
・
古
義
の
伝
統
的
な
読
曲
が
反
映
さ
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
思
想
解
釈
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
て
き
た

の
か
を
今
後
解
明
し
て
い
く
際
に
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
基
礎
資
料
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

二　

研
究
の
方
法

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
を
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
な
方
法
論
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
手
順
に
よ
っ
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
前
述
の
通
り
、
近
現
代
と
い
う
一
応
の
時
代
区
分
を
設
け
る
も
の
の
、
そ
の
研
究
の
蓄
積

は
膨
大
な
量
に
上
る
。
そ
の
た
め
、
一
定
の
資
料
の
選
別
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
〜
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
一
月
二
一
日
現
在
に
至
る
ま
で
に
金
属
活

字
に
よ
っ
て
一
般
に
刊
行
さ
れ
た
資
料
を
対
象
と
す
る
。

　

江
戸
期
に
は
、
洛
東
智
積
院
の
み
な
ら
ず
新
義
・
古
義
と
い
っ
た
諸
山
に
お
い
て
真
言
教
学
を
修
学
す
る
現
場
で
は
、
師
資
相
承

に
よ
る
聖
教
の
書
写
に
基
づ
き
、
講
義
・
講
伝
と
い
っ
た
方
法
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
教

学
的
修
学
方
法
は
明
治
期
以
降
も
継
承
さ
れ
、
活
字
版
が
一
般
に
刊
行
さ
れ
た
明
治
期
に
お
い
て
も
写
本
に
よ
る
資
料
は
存
在
し
て

い
る（
８
）。

　

ま
た
、
江
戸
期
に
お
い
て
も
町
版
な
ど
の
版
本
の
流
布
と
い
う
状
況
の
変
化
に
よ
り
修
学
の
現
場
に
お
い
て
も
大
幅
な
変
革
が
あ
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っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い（
９
）。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
江
戸
期
の
版
本
を
各
寺
院
蔵
の
聖
教
典
籍
よ
り
類
聚
し
、
刊
記
や
手
沢
者

の
識
語
な
ど
を
逐
次
解
明
し
た
上
で
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
洛
東
智
積
院
の
修
学
状
況
の
一
端
に
つ
い
て
は
『
本
文

編
』「
凡
例
」
に
譲
り
た
い）
（1
（

。

　

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
基
本
的
に
は
各
寺
院
聖
教
や
写
本
類
は
含
ま
ず
、
あ
く
ま
で
も
初
学
者
や
一
般
読
者
が
比
較
的
手
に
取
る

こ
と
が
容
易
な
資
料
を
中
心
に
取
り
扱
い
、
現
在
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
国
立
国
会
図
書
館
や
各
大
学
図
書
館
と
い
っ
た
研
究
機

関
に
て
一
般
に
閲
覧
可
能
な
資
料
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
た）
（（
（

。

　

上
記
の
方
法
を
採
用
す
る
理
由
は
、
本
稿
自
体
が
真
言
宗
の
根
本
教
義
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
、

そ
れ
ら
の
研
究
を
進
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
そ
の
前
提
と
し
て
現
在
、
一
般
の
社
会
に
発
信
さ
れ
る
書
籍
刊
行
と
い
っ
た
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
を
時
系
列
的
に
一
覧
し
、【
付
表
】「
近
現
代
十
巻
章
研
究
内
容
一
覧
」
を
作
成
し
、
本
稿
文
末
に
掲
載
す
る
こ
と

に
よ
り
、
近
現
代
に
お
け
る
十
巻
章
研
究
の
動
向
を
あ
る
程
度
概
観
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
十
巻
章
各
著
作
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
個
別
の
思
想
研
究
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
紙
幅

の
都
合
上
扱
わ
ず
、
十
巻
章
研
究
の
全
体
像
に
対
す
る
見
通
し
を
提
示
し
た
い
。
特
に
翻
刻
や
訓
読
（
国
訳
・
書
き
下
し
）（
以
下
、

訓
読
）
の
研
究
、
本
文
読
解
や
本
文
解
説
の
た
め
の
逐
語
的
な
語
句
注
釈
と
い
っ
た
本
文
内
容
理
解
を
中
心
に
扱
う
著
作
を
取
り
上

げ
る
。
よ
っ
て
、
一
部
例
外
を
除
き）
（2
（

、
基
本
的
に
は
雑
誌
掲
載
の
学
術
論
文
や
空
海
著
作
を
横
断
的
に
論
じ
る
教
学
的
学
術
専
門
書

も
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
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三　

本
文
影
印
の
全
冊
掲
載

　

ま
ず
、
影
印
に
つ
い
て
は
、
口
絵
な
ど
に
一
部
掲
載
す
る
も
の
は
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
十
巻
章
全
体
に
対
し
、
影

印
資
料
を
全
文
掲
載
す
る
も
の
と
し
て
は
大
正
大
学
真
言
学
研
究
室
編
『
真
言
宗
十
巻
章
』
一
九
六
五
年
（
以
下
、『
長
谷
寺
本
』）

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
総
本
山
長
谷
寺
蔵
・
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
四
月
一
七
日
再
版
の
版
本
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
個
別
の
著
作
に
お
い
て
は
、
那
須
政
隆
『
吽
字
義
の
解
説
』
一
九
八
五
年
に
お
い
て
、
成
田
山
新
勝
寺
蔵
・
鎌
倉
期
・

高
野
版
を
底
本
に
用
い
、
不
鮮
明
な
箇
所
を
『
改
正　
吽
字
義
』
に
よ
り
補
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
松
本
照
敬
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
一
九
九
〇
年
の
再
版
二
〇
一
六
年
に
は
、
成
田
山
新
勝
寺
蔵
・
南
北
朝
期
・
根
来
版
を

用
い
て
『
秘
鍵
』
影
印
全
冊
を
掲
載
し
て
い
る）
（3
（

。
こ
の
よ
う
に
本
文
影
印
の
全
冊
掲
載
を
す
る
物
は
三
種
類
と
極
め
て
少
な
い
。

四　

本
文
の
翻
刻
・
校
訂
研
究

　

次
に
、
十
巻
章
本
文
に
対
す
る
翻
刻
・
校
訂
研
究
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
現
在
も
十
巻
章
研
究
に
お
い
て
基
礎
資
料
と
し
て

用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
十
巻
章
全
体
を
網
羅
的
に
掲
載
す
る
叢
書
類
と
し
て
主
要
な
も
の
を
時
系
列
的
に
提
示
す
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

　

ま
ず
、『
弘
法
大
師
全
集
』（
以
下
、『
弘
全
』）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
長
谷
宝
秀
を
中
心
に
空
海
著
作
を
広
く
集
成
し
編
纂
し
た
も

の
で
、
第
一
輯
に
『
菩
提
心
論
』
以
外
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
菩
提
心
論
』
は
空
海
の
著
作
で
は
な
い
の
で
当
然
で
あ
り
、
空
海

著
作
を
扱
う
場
合
、
し
ば
し
ば
除
外
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
翻
刻
に
用
い
ら
れ
た
底
本
は
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
高
野
版
と
い

わ
れ
る
版
本
が
用
い
ら
れ
、『
即
身
義
』
に
お
い
て
は
御
影
堂
本
が
対
校
さ
れ
て
い
る
。
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次
に
、『
原
文
対
照
和
訳
真
言
十
巻
章
広
付
法
伝
』（
以
下
、『
岡
田
本
』）
で
あ
る
。
こ
れ
は
豊
山
の
学
匠
で
当
時
大
正
大
学
教
授

で
あ
っ
た
岡
田
契
昌
が
十
巻
章
と
『
広
付
法
伝
』
の
原
文
全
文
と
訓
読
を
上
下
に
対
照
さ
せ
る
形
で
収
録
し
た
も
の
で
、
巻
頭
口
絵

掲
載
写
真
か
ら
大
正
大
学
蔵
の
永
禄
年
間
・
根
来
版
を
用
い
て
翻
刻
並
び
に
訓
読
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
番
目
に
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
、『
大
正
』）
は
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
に
中
国
撰
述
部
三
二
巻
・
論
集
部
に
『
菩
提

心
論
』、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
日
本
撰
述
部
五
七
巻
・
続
経
疏
部
二
へ
『
秘
鍵
』、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
七
七
巻
・
続

諸
宗
部
八
へ
『
宝
鑰
』・『
二
教
論
』・『
即
身
義
』・『
声
字
義
』・『
吽
字
義
』
を
収
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
底
本
と
し
て
『
即
身
義
』・

『
二
教
論
』
に
お
い
て
高
山
寺
本
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、『
吽
字
義
』
に
お
い
て
は
東
寺
宝
菩
提
院
本
、『
宝
鑰
』
で
は
仁
和
寺
本

を
用
い
て
い
る
。
対
校
本
と
し
て
『
二
教
論
』
や
『
宝
鑰
』
で
は
東
寺
観
智
院
本
を
用
い
る
な
ど
し
て
い
る
も
の
の
、『
声
字
義
』

で
は
徳
川
期
版
本
、『
秘
鍵
』
で
は
『
弘
全
』
の
み
に
て
校
訂
さ
れ
て
い
る
。『
即
身
義
』・『
二
教
論
』
で
は
対
校
本
と
し
て
既
に
『
弘

全
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

四
番
目
は
、『
真
言
宗
全
書
』（
以
下
、『
真
全
』）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
八
巻
に
『
菩
提
心
論
』、
一
一
巻
に
『
宝
鑰
』、
一
二
巻

に
『
二
教
論
』、
一
三
巻
に
『
即
身
義
』、
一
四
巻
に
『
声
字
義
』、
一
五
巻
に
『
吽
字
義
』、
一
六
巻
に
『
秘
鍵
』
が
そ
れ
ぞ
れ
巻
頭

に
本
文
を
掲
載
し
、
関
連
す
る
注
釈
書
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
重
複
を
避
け
て
『
宝
鑰
』・『
二
教
論
』・『
秘
鍵
』

の
本
文
は
後
に
掲
載
す
る
注
釈
書
に
譲
っ
て
い
る
。
そ
の
中
、
底
本
の
判
明
す
る
も
の
と
し
て
は
、『
即
身
義
』
と
『
菩
提
心
論
』
が

万
治
三
年
版
を
用
い
て
い
る
。
対
校
本
で
は
、『
菩
提
心
論
』
は
『
大
正
』
を
用
い
、
そ
し
て
『
宝
鑰
』
に
お
い
て
本
文
を
譲
る
『
秘
蔵

宝
鑰
鈔
』・『
秘
蔵
宝
鑰
勘
注
』
の
対
校
本
と
し
て
、『
弘
全
』・『
大
正
』・『
大
日
本
続
蔵
経
』
を
用
い
、『
二
教
論
』
の
本
文
を
護
る

『
二
教
論
指
光
鈔
』
は
『
弘
全
』
と
『
大
正
』、『
秘
鍵
』
の
本
文
を
護
る
『
秘
鍵
開
蔵
鈔
』
で
は
『
弘
全
』、『
般
若
心
経
秘
鍵
聞
書
』
で

は
『
大
正
』
と
『
弘
全
』
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
弘
全
』・『
大
正
』
を
対
校
本
に
用
い
る
態
度
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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五
番
目
は
、
高
野
山
大
学
編
『
十
巻
章　
全
』（
以
下
、『
高
野
山
大
学
本
』）
を
あ
げ
る
。
こ
れ
は
「
凡
例
」
に
高
野
山
成
福
院
本

を
底
本
と
し
、
対
校
本
に
『
弘
全
』
と
京
都
山
城
屋
版
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る）
（1
（

。

　

六
番
目
は
、『
漢
和
対
照
十
巻
章
』（
以
下
、『
中
川
本
』）
で
あ
る
。『
中
川
本
』
は
、「
凡
例
」
に
お
い
て
特
に
底
本
な
ど
の
明
示

は
な
い
が
、
本
文
頭
注
部
の
科
文
を
『
高
野
山
大
学
本
』
と
同
様
に
栂
尾
祥
雲
『
現
代
語
の
十
巻
章
と
解
説
』
一
九
七
五
年
（
以
下
、

『
栂
尾
本
』）
よ
り
採
用
し
た
旨
を
述
べ
る
。
ま
た
、
南
都
東
大
寺
聖
守
（
一
二
一
五
〜
一
二
九
一
）
が
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
に

『
即
身
義
』
の
開
版
を
行
っ
て
以
来
、
寺
版
・
町
版
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
こ
と）
（1
（

、
そ
し
て
、「
後
序
」
に
は
、
高
野
山
勧
学
院
蔵
の
版

木
に
よ
り
明
治
・
大
正
期
に
は
高
野
紙
に
刷
ら
れ
た
多
く
の
版
本
が
流
布
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る）
（1
（

。
そ
れ
ら
版
本
を
始
め
、
中

川
善
教
が
住
持
し
て
い
た
高
野
山
親
王
院
蔵
の
多
く
の
資
料
を
参
照
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
中
で
も
十
巻
章
不
揃
い
と
し
な
が
ら

も
親
王
院
蔵
『
秘
鍵
』
の
奥
書
を
紹
介
し
参
照
し
つ
つ
、
同
じ
く
親
王
院
蔵
『
高
野
山
本
書
読
法
四
声
仮
名
声
等
記
』
と
い
っ
た
読

曲
資
料
を
用
い
て
、
独
自
に
四
声
点
を
付
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

七
番
目
は
、『
真
言
宗
十
巻
章
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
大
学
真
言
学
智
山
研
究
室
が
弘
法
大
師
一
一
五
〇
年
御
遠
忌
記
念
事
業

と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
底
本
に
『
弘
全
』
を
用
い
、
対
校
本
と
し
て
『
高
野
大
学
本
』
と
『
長
谷
寺
本
』
を
用
い

て
い
る
。
ま
た
、
返
点
や
送
り
仮
名
な
ど
の
訓
点
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
大
学
の
講
義
な
ど
に
用
い
る
際
に
学
生
に
書
き
込

み
を
行
わ
せ
る
目
的
で
あ
え
て
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

八
番
目
は
、『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』（
以
下
、『
定
弘
』）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
高
野
山
密
教
文
化
研
究
所
内
に
弘
法
大
師
著
作
研

究
会
が
発
足
さ
れ
、
各
寺
院
聖
教
よ
り
広
く
古
本
・
善
本
を
類
聚
し
、
そ
れ
ら
諸
資
料
に
基
づ
き
校
訂
本
文
を
作
成
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
諸
本
の
異
同
に
関
し
て
詳
細
な
注
が
施
さ
れ
、
古
層
に
属
す
る
写
本
を
用
い
、
当
時
可
能
な
限
り
の
古
形
を
復
元
す
る
こ

と
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
か
ら
万
治
三
年
版
に
基
づ
く
『
弘
全
』
と
は
異
な
る
本
文
を
多
く
提
案
し
て
い
る
こ
と
に
特
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徴
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
十
巻
章
所
収
の
各
著
作
に
よ
り
校
訂
に
用
い
ら
れ
た
資
料
に
関
す
る
事
情
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
『
弘

全
』
は
万
治
三
年
版
を
中
心
と
し
た
古
版
本
を
中
心
と
し
て
底
本
に
用
い
た
の
に
対
し
、『
定
弘
』
は
各
寺
院
蔵
の
古
写
本
を
類
聚
し
、

校
訂
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。『
大
正
』
に
用
い
ら
れ
た
諸
本
は
他
資
料
と
共
通
す
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
が
、
詳
細
な
書
誌
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
憶
測
の
域
を
出
な
い
も
の
が
ま
ま
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五　

訓
読
の
研
究

　

前
項
に
あ
げ
た
よ
う
な
十
巻
章
の
活
字
本
文
が
流
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
訓
読
に
よ
る
本
文
の
刊
行
が
重
ね

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
、
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
査
し
て
い
き
た
い
。
十
巻
章
全
体
に
わ

た
り
訓
読
を
掲
載
す
る
主
要
な
著
作
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
長
松
俊
恭
『
真
言
宗
聖
典
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
真
言
宗
所
依
と
さ
れ
る
両
部

大
経
や
読
誦
経
典
、
和
讃
類
と
と
も
に
十
巻
章
全
て
に
総
ル
ビ
を
付
し
、
訓
読
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

次
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
塚
本
賢
暁
『
国
訳
密
教
』
論
釈
部
一
が
あ
げ
ら
れ
る
。
適
宜
、
語
句
に
注
釈
を

掲
載
し
、
十
巻
章
全
て
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

三
番
目
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
昭
和
新
纂
国
訳
大
蔵
経
』
宗
典
部
二
で
あ
る
。
こ
れ
は
総
ル
ビ
を
付
し
、

語
句
の
注
釈
を
掲
載
し
、
十
巻
章
全
て
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

四
番
目
は
、
同
じ
く
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
発
行
の
『
岡
田
本
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
永
禄
年
間
の
根
来
版
に
基
づ
き
訓
読
を

作
成
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
新
義
門
流
の
読
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
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五
番
目
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、
山
本
勇
夫
『
高
僧
名
著
全
集
』
二
で
あ
る
。
本
書
は
、
総
ル
ビ
に
て
訓
読
、
語
句
の
注

釈
を
掲
載
し
て
お
り
、
解
説
部
分
を
吉
祥
真
雄
が
著
し
て
い
る
。
こ
の
叢
書
は
、
日
本
仏
教
の
各
宗
祖
師
の
著
作
を
紹
介
す
る
一
部

で
あ
り
、
宗
派
外
の
一
般
研
究
者
が
参
画
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
な
お
、『
菩
提
心
論
』
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

六
番
目
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）、
髙
井
観
海
『
大
蔵
経
講
座
』
一
五
・
二
四
で
あ
る
。
本
書
は
、『
即
身
義
』・『
二
教
論
』・

『
宝
鑰
』
に
対
し
て
総
ル
ビ
、
語
句
注
釈
を
施
し
、
解
題
・
解
説
を
行
う
。
智
山
の
学
匠
と
し
て
初
め
て
十
巻
章
に
関
す
る
一
般
概

説
書
を
著
し
た
と
い
え
る
。

　

七
番
目
は
、『
国
訳
一
切
経
』
和
漢
撰
述
部
で
あ
る
。
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
諸
宗
部
二
〇
と
し
て
、『
即
身
義
』・『
声
字

義
』・『
吽
字
義
』・『
宝
鑰
』
を
那
須
政
隆
、『
二
教
論
』
を
亀
井
宗
忠
が
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
に

は
経
疏
部
一
七
と
し
て
、『
秘
鍵
』
を
勝
又
俊
教
が
担
当
し
て
い
る
。
本
叢
書
か
ら
特
に
梵
文
学
に
よ
る
知
見
を
反
映
し
た
語
注
が

頻
繁
に
登
場
し
、
伝
統
教
学
を
越
え
た
視
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

八
番
目
は
、
勝
又
俊
教
『
弘
法
大
師
著
作
全
集
』
一
（
以
下
、『
勝
又
本
』）
で
あ
る
。
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
に
刊
行
さ
れ
、

訓
読
と
し
て
現
代
仮
名
遣
い
が
使
用
さ
れ
、
助
詞
の
類
を
平
仮
名
に
開
く
点
に
特
徴
が
あ
り
、
初
学
者
に
至
便
で
あ
る
。
な
お
、『
菩

提
心
論
』
は
含
ま
れ
な
い
。

　

九
番
目
は
、
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
刊
行
の
『
中
川
本
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
部
余
白
に
講
伝
日
数
が
記
さ
れ
て
お
り
、
事

相
・
教
相
に
ま
た
が
る
真
言
宗
学
の
伝
統
的
な
修
学
方
法
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
講
義
・
講
伝
・
伝
授
に
お
け
る
「
講
伝
資
料
」
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
師
伝
に
よ
る
南
山
読
み
を
反
映
し
て
い
る
。

　

十
番
目
は
、
小
田
慈
舟
『
十
巻
章
講
説
』
上
巻
・
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）、
下
巻
・
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）（
以
下
、『
小

田
本
』）
で
あ
る
。『
小
田
本
』
は
、
師
資
相
承
に
基
づ
く
講
伝
資
料
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
読
み
に
つ
い
て
は
師
伝
を
根
拠
と
し
て
い
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る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
大
正
期
の
早
い
段
階
に
お
い
て
既
に
訓
読
研
究
が
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
の
刊
行
物
の
多
く
は
、
総
ル
ビ
を
付
す
も
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
訓
読
研
究
も
例
外
で
は
な
い
。
十
巻
章
に
は
内

典
・
外
典
に
わ
た
る
多
く
の
難
読
文
字
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
語
句
の
読
み
に
関
し
て
、
総
ル
ビ
資
料
は
現
代
の
研
究
者
に
と
っ

て
も
大
い
に
有
益
で
あ
る
。

　

ま
た
、
戦
前
か
ら
次
第
に
近
代
仏
教
学
の
知
見
を
反
映
し
た
語
句
解
説
を
施
す
訓
読
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、

昭
和
五
〇
年
代
に
入
る
と
伝
統
教
学
の
立
場
か
ら
講
伝
資
料
と
し
て
の
十
巻
章
解
説
が
古
義
を
中
心
に
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か

る
。

六　

現
代
語
訳
を
提
示
し
た
研
究

　

訓
読
研
究
の
蓄
積
に
よ
り
、
十
巻
章
研
究
は
飛
躍
的
に
進
展
し
た
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
新
し
い
展
開
と
し
て
、
現
代
語
訳
を
提
示

し
た
研
究
が
登
場
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
さ
ら
に
一
般
に
空
海
の
思
想
研
究
が
普
及
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）、『
栂
尾
本
』
が
そ
の
嚆
矢
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。『
栂
尾
本
』
の
目
的
意
識
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。「
本
書
は
訓
読
で
は
な
く
、
さ
ら
に
こ
れ
を
現
代
語
化
し
、
ひ
ろ
く
一
般
の
人
々
に
た
や
す
く
そ
の
内
容
を
知
ら

し
め
た
い
と
い
う
目
的
で
あ
る）
（1
（

」
と
す
る
。
原
文
・
訓
読
を
一
切
掲
載
せ
ず
、
十
巻
章
全
体
に
わ
た
っ
て
現
代
語
訳
の
み
で
構
成
さ

れ
る
。『
栂
尾
本
』
の
執
筆
当
時
は
終
戦
直
後
に
あ
た
り
、
経
典
の
現
代
化
、
教
理
の
平
易
化
が
世
論
に
お
い
て
盛
ん
に
唱
え
ら
れ
、

そ
れ
ら
に
応
え
る
た
め
真
言
密
教
和
訳
経
典
研
究
会
が
発
足
さ
れ
た
。
本
書
は
そ
の
成
果
で
あ
る）
（1
（

。

　

次
に
、
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）、『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』（
以
下
、『
空
海
全
』）
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
宗
の
弘
法
大
師
一
一
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五
〇
年
御
遠
忌
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
、
本
宗
の
研
究
者
が
中
心
と
な
り
、
広
く
高
野
山
・
豊
山
の
研
究
者
の
参
画
も
実
現
す
る
か

た
ち
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
上
部
に
『
弘
全
』
に
基
づ
き
、
適
宜
『
勝
又
本
』
を
参
照
し
た
訓
読
を
載
せ
、
下
部
に
現
代
語
訳
を
全

文
に
わ
た
り
掲
載
し
て
い
る
。
な
お
『
空
海
全
』
に
先
立
っ
て
、
宮
坂
宥
勝
『
人
間
の
種
々
相
』
一
九
六
七
年
や
『
密
教
世
界
の
構

造
』
一
九
八
二
年
な
ど
の
『
宝
鑰
』
に
関
す
る
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、
松
本
照
敬
が
『
秘
鍵
』・『
即
身
義
』・『
声
字
義
』
に

対
し
て
現
代
語
訳
を
継
続
的
に
提
示
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る）
（1
（

。
こ
れ
ら
が
基
礎
と
な
っ
て
十
巻
章
全
体
に
わ
た
る
現
代
語
訳
が
完
成

し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、『
空
海
全
』
八
に
は
参
考
と
し
て
福
田
亮
成
に
よ
る
『
菩
提
心
論
』
の
現
代
語
訳
を
収
録
し

て
い
る
。

　

そ
し
て
、
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）
〜
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
か
け
て
、
福
田
亮
成
に
よ
り
『
弘
法
大
師
に
聞
く
シ
リ
ー

ズ
』
が
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
大
本
山
高
尾
山
薬
王
院
の
信
徒
教
化
誌
『
高
尾
山
報
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一

般
の
読
者
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

続
い
て
、
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
か
ら
四
季
社
よ
り
『
傍
訳
弘
法
大
師
空
海
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
『
菩

提
心
論
』
を
除
い
た
十
巻
章
が
収
録
さ
れ
る
。
現
代
語
訳
の
担
当
者
は
『
二
教
論
』
を
『
空
海
全
』
同
様
、
佐
藤
隆
賢
が
担
当
し
、

そ
れ
以
外
は
宮
坂
宥
勝
が
担
当
し
て
い
る
。

　

近
年
に
お
け
る
最
新
の
研
究
と
し
て
、
松
長
有
慶
に
よ
る
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
の
『
訳
注　
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
皮
切
り
に
、

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
の
『
訳
注　
弁
顕
密
二
教
論
』
に
至
る
ま
で
の
訳
注
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
『
菩
提
心
論
』
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
連
の
松
長
有
慶
の
研
究
に
呼
応
す
る
が
如
く
に
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
に
よ
る
重
厚
な
研
究
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
は
中
世
よ
り
近
現
代
に
至
る
ま
で
の
注
釈
・
研
究
書
を
網
羅
的
に
参
照
し
、
詳
細
な
語
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
現
代
語
訳
を
提
示
し
た
研
究
が
使
用
す
る
底
本
は
、『
空
海
全
』
は
『
弘
全
』
を
使
用
し
、
福
田
亮
成
は
適
宜
『
弘
全
』
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と
『
定
弘
』
を
用
い
、
松
長
有
慶
は
『
定
弘
』
を
用
い
て
い
る
。

七　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

以
上
、
近
現
代
に
お
け
る
十
巻
章
の
研
究
略
史
を
編
年
的
に
概
観
し
た
。
こ
れ
ら
の
全
体
像
か
ら
把
握
で
き
る
内
容
と
し
て
以
下

の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

近
現
代
に
お
け
る
翻
刻
・
校
訂
研
究
の
先
駆
的
な
功
績
と
し
て
『
弘
全
』
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。『
大
正
』・『
真
全
』

な
ど
の
叢
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
原
文
に
お
い
て
も
『
弘
全
』
が
底
本
あ
る
い
は
対
校
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
『
弘
全
』

自
体
は
万
治
三
年
刊
の
高
野
山
版
が
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、『
定
弘
』
は
各
寺
院
蔵
の
写
本
・
聖
教
を
底
本
並
び
に
対
校
本
と
し
て
用
い
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
り
、
現
代
の
書
誌
学
・

聖
教
調
査
に
よ
る
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
進
み
、
訓
読
研
究
は
、
大
正
期
に
す
で
に
登
場
し
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
総
ル
ビ
に
よ
る
訓
読
研
究
が
多
数
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
近
代
仏
教
学
の
知
見
を
反
映
し
た
研
究
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
、
伝
統
教
学
の
立
場
に
基
づ
き
、
十
巻
章
を
解
説
し
た
講

伝
資
料
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
現
代
語
訳
を
提
示
し
た
研
究
と
し
て
、『
栂
尾
本
』
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
の
研
究
は
十
巻
章
の
全
体
に
渡
っ
て
い
る
こ
と

が
特
筆
さ
れ
る
。
さ
ら
に
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
に
迎
え
ら
れ
た
弘
法
大
師
空
海
一
一
五
〇
御
遠
忌
事
業
を
契
機
と
し
て
、
昭

和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
に
は
本
宗
の
碩
学
が
中
心
と
な
り
『
空
海
全
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
に
そ
れ
ま
で
個
別
的
に
研
究
さ
れ

て
い
た
十
巻
章
研
究
が
組
織
的
に
集
約
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
現
代
語
訳
の
研
究
は
、
広
く
一
般
社
会
に
空
海
の
思
想
を
普

及
す
る
目
的
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
る
。
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本
稿
に
お
い
て
は
、
翻
刻
・
校
訂
研
究
、
訓
読
研
究
、
現
代
語
訳
研
究
を
概
観
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
巻
末
の
【
付
表
】「
近

現
代
十
巻
章
研
究
内
容
一
覧
」
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
す
る
と
、
各
著
作
の
解
説
・
執
筆
態
度
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究

の
類
型
化
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
な
修
学
方
法
を
踏
襲
す
る
も
の
と
新
し
い
地
平
に
空
海
思
想
を
昇
華
さ

せ
よ
う
と
試
み
る
も
の
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
両
視
点
に
お
い
て
近
年
、
網
羅
的
に
資
料
の
研
究
を
進
め
て
い
る
弘
法
大
師
著
作
研

究
会
の
成
果
が
今
後
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）
空
海
の
生
誕
地
に
つ
い
て
は
、
武
内
孝
善
が
歴
史
的
資
料
か
ら
讃
岐

国
説
を
否
定
し
、
畿
内
誕
生
説
を
提
唱
し
て
い
る
（
武
内
孝
善
『
弘

法
大
師
空
海
の
研
究
』
第
一
部
「
空
海
の
誕
生
年
次
と
家
系
」
附
論

「
空
海
の
誕
生
地
」
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
〇
六
年
・
一
二
四
〜
一
三
八

頁
）。

（
２
）
本
宗
に
お
け
る
宗
祖
弘
法
大
師
空
海
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
慶
讃
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
宗
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://chisan.or.jp/

celebration/

：
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
一
月
二
〇
日
現
在
。
以
下
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
日
付
同
じ
）
参
照
。

（
３
）
智
山
伝
法
院
編
『
十
巻
章　
本
文
編
』・『
十
巻
章　
訓
読
編
』
宗
祖
弘

法
大
師
空
海
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
慶
讃
出
版
事
業
・
本
宗
発
行
・
二

〇
二
三
年
刊
行
予
定
。

（
４
）
真
言
宗
の
伝
統
説
に
お
け
る
龍
猛
菩
薩
は
、
空
海
撰
『
真
言
付
法
伝

（
略
付
法
伝
）』
に
お
い
て
、「
第
三
の
祖
は
、
名
づ
け
て
那
伽
閼
刺
樹

那
菩
提
薩
埵
と
曰
う
。〈
唐
に
は
龍
猛
菩
薩
と
云
う
。
旧
に
は
龍
樹
と

云
う
。〉（
中
略
）
出
現
八
百
歳
、
住
寿
三
百
歳
、
顕
を
伝
う
る
弟
子

は
提
婆
、
首
に
居
し
、
秘
密
の
法
化
は
龍
智
室
に
入
る
。
師
資
伝
灯

し
て
今
に
絶
え
ず
。
諸
宗
の
始
祖
は
蓋
し
此
れ
一
人
歟
」（『
弘
全
』

一
・
五
三
〜
五
四
頁
）
と
あ
り
、
大
乗
の
菩
薩
ま
た
八
宗
の
祖
龍
樹

と
同
一
人
物
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
年
齢
は
三
〇
〇
歳
以
上
を

誇
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）
初
学
者
の
修
学
の
開
始
で
あ
る
素
読
の
様
相
に
つ
い
て
、
中
川
善
教

に
よ
れ
ば
南
都
古
寺
で
は
「
稚ち

児ご

読よ

み
」、
高
野
山
上
で
は
「
声

し
ょ
う
読よ

み
」

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（『
中
川
本
』「
後
序
」

一
〜
一
三
頁
）。

（
６
）
智
山
書
庫
蔵
の
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
再
治
版
の
内
、
長
彦
房

堅
康
（
一
七
六
九
〜
不
明
）・
義
観
房
弘
現
（
一
八
一
八
〜
一
八
七

八
）・
覚
本
（
未
詳
）
が
そ
れ
ぞ
れ
加
筆
し
た
諸
本
を
校
勘
に
用
い
た
。

（
７
）『
訓
読
編
』
に
用
い
た
読
曲
資
料
は
、『
十
巻
章
読
曲
』（
智
山
書
庫
七
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─
一
〇
─
四
）・『
十
巻
章
南
山
根
嶺
読
書
撮
要
』（
赤
塚
祐
道
所
持
本
）・

『
拾
巻
章
読
曲
備
考
』（
青
木
恭
周
所
持
本
）・
観
応
撰
『
補
忘
記
』（
智

山
書
庫
講
─
三
）
を
中
心
に
そ
の
読
み
を
参
考
と
し
て
用
い
た
。

（
８
）
明
治
期
の
十
巻
章
に
関
す
る
注
釈
書
と
し
て
『
智
山
学
匠
目
録
』（
一

二
五
頁
上
・
一
二
九
頁
下
）
を
確
認
す
る
と
瑜
伽
教
如
撰
『
秘
蔵
宝

鑰
私
記
』
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
存
教
撰
『
秘
蔵
宝
鑰
補
講
』
明

治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
並
び
に
『
秘
蔵
宝
鑰
異
義
雑
記
』（
未
詳
）

な
ど
が
、
現
在
、
写
本
と
し
て
智
山
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
写
本
・
聖
教
で
あ
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
そ
の
範
囲
と

せ
ず
扱
わ
な
い
。

（
９
）
藤
井
隆
『
日
本
古
典
書
誌
学
総
説
』
五
章
「
刊
本
の
種
類
と
名
称
／

刊
本
の
歴
史
」
和
泉
書
院
・
二
〇
一
一
年
、
一
三
三
〜
一
九
二
頁
参
照
。

（
（1
）『
本
文
編
』「
凡
例
」
に
は
、
各
版
本
記
載
の
奥
書
を
列
記
し
て
い
る

の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
）
本
宗
教
師
が
比
較
的
容
易
に
閲
覧
可
能
な
資
料
と
し
て
、
以
下
の
方

法
を
用
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
エ
ン
ジ
ン
「
グ
ー
グ
ル

（https://w
w
w
.google.com

）」
を
活
用
し
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

初
期
の
著
作
に
関
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/

）
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
一
般
公
開
を

活
用
し
、
そ
の
他
の
資
料
に
関
し
て
は
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館

（https://w
w
w
.lib.tais.ac.jp/

）、
並
び
に
大
正
大
学
真
言
学
智
山

研
究
室
蔵
図
書
、
お
よ
び
本
宗
総
本
山
智
積
院
別
院
真
福
寺
図
書
室

蔵
図
書
に
基
づ
き
資
料
収
集
を
行
っ
た
。
な
お
、
日
本
語
に
よ
る
研

究
を
用
い
、
海
外
の
研
究
は
取
り
扱
わ
な
い
。

（
（2
）
例
え
ば
、
松
本
照
敬
「
現
代
語
訳
『
般
若
心
経
秘
鍵
』」『
成
田
山
仏

教
研
究
所
紀
要
』
一
・
一
九
七
六
年
、
松
本
照
敬
「
現
代
語
訳
『
即

身
成
仏
義
』」『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
二
・
一
九
七
七
年
、
松

本
照
敬
「
現
代
語
訳
『
声
字
実
相
義
』」『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』

五
・
一
九
八
〇
年
は
、
そ
の
成
果
が
『
空
海
全
』
二
に
一
定
の
反
映

が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
割
愛
す
る
も
の
の
、
同
じ
く

松
本
照
敬
「『
吽
字
義
』
考
」『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
二
五
・

二
〇
〇
二
年
は
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
新
た
に
現
代
語

訳
を
提
示
し
て
い
る
た
め
掲
載
す
る
。

（
（3
）
中
川
善
教
『
昭
和
新
訂
真
言
宗
常
用
諸
経
要
聚
』
高
野
山
出
版
社
・

一
九
七
八
年
は
、
大
坪
龍
範
に
よ
る
『
秘
鍵
』
の
浄
書
を
掲
載
す
る
が
、

読
誦
用
を
想
定
し
た
折
本
装
丁
で
あ
る
の
で
性
質
を
異
に
し
て
い
る
。

本
稿
に
掲
載
し
た
理
由
は
、
宮
坂
宥
勝
『
傍
訳
弘
法
大
師　
般
若
心
経

秘
鍵　
吽
字
義
』
四
季
社
・
二
〇
〇
二
年
に
お
い
て
『
秘
鍵
』
本
文
の

底
本
に
用
い
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

（
（1
）「
一
、
本
書
は
高
野
山
成
福
院
蔵
本
を
底
本
と
し
、
京
都
山
城
屋
版
及

び
弘
法
大
師
全
集
本
を
参
照
し
た
。
原
版
は
十
巻
十
冊
と
な
っ
て
い

る
が
便
宜
の
た
め
合
本
し
て
一
冊
と
し
た
」（
高
野
山
大
学
編
『
十
巻

章　
全
』「
凡
例
」
一
頁
）
と
あ
る
。

（
（1
）『
中
川
本
』「
凡
例
」
二
頁
。

（
（1
）『
中
川
本
』「
後
序
」
四
〜
五
頁
。

（
（1
）『
栂
尾
本
』「
現
代
語
の
秘
蔵
宝
鑰
と
解
説
（
例
言
）」
四
六
九
頁
。

（
（1
）『
栂
尾
本
』「
あ
と
が
き
」
六
五
〇
頁
。

（
（1
）
注
一
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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【
符
言
】

　

本
稿
の
成
稿
に
あ
た
り
、
高
野
山
大
学
・
北
川
真
寛
師
に
は
資
料
閲
覧
に

際
し
、
格
別
な
る
ご
配
慮
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
智
山
伝
法
院
・
山
本
匠
一
郎
師
、
別
所
弘
淳
師
よ
り
多
く
の
ご
教
示

を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

弘
法
大
師　

十
巻
章　

真
言
教
学　

真
言
宗
学

【
付
表
】「
近
現
代
十
巻
章
研
究
内
容
一
覧
」

　
［【
付
表
】
凡
例
］

　
　

一
、�

本
【
付
表
】
は
、
明
治
期
〜
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
一
月
二
一
日
現
在
に
至
る
ま
で
の
一
般
閲
覧
可
能
な
十
巻
章
に
関
す
る
解
説
書
を
管
見
に

よ
り
可
能
な
限
り
年
代
順
に
一
覧
と
し
た
。

　
　

一
、�

各
著
作
に
通
し
番
号
を
付
し
、
上
部
に
書
誌
情
報
を
、
下
部
に
掲
載
内
容
を
一
覧
と
し
た
。

　
　

一
、�

書
誌
情
報
の
う
ち
、「
和
暦
」・「
西
暦
」
は
、
刊
行
年
（
初
版
）。「
書
名
」
は
、
書
籍
名
。「
編
著
者
」
は
、
主
要
編
著
者
名
。「
発
行
元
」
は
、

出
版
社
等
。「
収
録
」
は
、
十
巻
章
に
お
け
る
収
録
著
作
の
順
と
し
た
。

　
　

一
、�「
収
録
」
の
十
巻
章
収
録
著
作
の
略
号
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　

�

十
巻
章
全
巻
→
「
十
」、『
即
身
義
』
→
「
即
」、『
声
字
義
』
→
「
声
」、『
吽
字
義
』
→
「
吽
」、『
二
教
論
』
→
「
二
」、『
秘
鍵
』
→
「
秘
」、『
宝

鑰
』
→
「
宝
」、『
菩
提
心
論
』
→
「
菩
」。

　
　

一
、
掲
載
内
容
の
一
覧
は
、
以
下
の
順
で
あ
る
。

　
　
　
　

�「
影
印
」
は
、
原
文
全
冊
影
印
の
有
無
。「
原
文
」
は
、
漢
文
原
文
全
文
掲
載
の
有
無
。「
底
本
」
は
、
原
文
底
本
の
提
示
有
無
。「
対
校
」
は
、
原

文
対
校
本
の
提
示
有
無
。「
訓
読
」
は
、
原
文
全
文
訓
読
の
有
無
。「
参
考
」
は
、
訓
読
参
考
本
の
提
示
有
無
。「
現
代
語
」
は
、
全
文
現
代
語
訳

の
掲
載
有
無
。「
解
説
」
は
、
解
説
の
執
筆
態
度
。「
語
釈
」
は
、
逐
語
釈
・
典
拠
注
の
掲
載
有
無
。

　
　

一
、�「
解
説
」
は
、
便
宜
的
に
著
作
の
全
体
像
、
ま
た
は
適
宜
原
文
に
対
し
て
「
大
意
」
等
と
解
説
す
る
も
の
は
「
解
題
」、
原
文
全
文
に
対
し
て
逐
文

的
に
解
説
す
る
も
の
は
「
逐
文
」
と
表
記
し
た
。

　
　

一
、�

記
載
の
例
外
は
、
適
宜
文
字
表
記
し
た
。
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№

和
暦

西
暦

書
名

編
著
者

発
行
元

収
録

影
印

原
文

底
本

対
校

訓
読

参
考

現
代
語

解
説

語
釈

１
明
治
二
四
一
八
九
一
訓
点
校
正
金
剛
頂
瑜
伽

中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
心
論

前
田
実
心
山
田
保
延
堂

菩

×

○

×

×

×

×

×

×

×

２
明
治
三
三
一
九
〇
〇
秘
蔵
宝
鑰
講
義

寺
島
光
法
哲
学
館

宝

×

○

×

×

×

×

×
解
題
・

逐
文

×

３
明
治
四
二
一
九
〇
九
即
身
成
仏
義
講
義

釈
慶
淳

光
融
館

即

×

○

×

×

○

×

×
解
題
・

逐
文

×

４
明
治
四
三
一
九
一
〇
弘
法
大
師
全
集
一

祖
風
宣
揚
会
・

長
谷
宝
秀

六
大
新
報
社
菩
以
外

×

○

万
治�

三
年
版

御
影
堂

本
他

×

×

×

×

×

５

大
正
三

一
九
一
四
真
言
宗
聖
典

長
松
俊
恭
平
楽
寺
書
店

十

×

×

×

×

○

×

×

×

×

６

大
正
五

一
九
一
六
日
本
大
蔵
経
一
六

松
本
文
三
郎
・

中
野
達
慧

日
本
大
蔵

経
編
纂
会

菩

×

○

談
義
記
・�

勘
文
本
他

×

×

×

×

×

×

７

大
正
七

一
九
一
八
日
本
大
蔵
経
三
五

松
本
文
三
郎
・

中
野
達
慧

日
本
大
蔵

経
編
纂
会

秘

×

○

開
蔵
鈔
本
・

聞
書
本

×

×

×

×

×

×

８

大
正
八

一
九
一
九
般
若
心
経
秘
鍵
講
義

吉
祥
真
雄
藤
井
佐
兵
衛

秘

×

○

×

×

○

×

×
解
題
・

逐
文

○

９

大
正
九

一
九
二
〇
菩
提
心
論
講
義

吉
祥
真
雄
六
大
新
報
社

菩

×

○

×

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

×

（1

大
正
九

一
九
二
〇
国
訳
密
教
論
釈
部
一

塚
本
賢
暁
国
書
刊
行
会

十

×

×

×

×

○

×

×

×

○

現代密教　第32号　
� P. 26智山伝法院 216.0

302.0
×１

念校（26）仮＿



近現代十巻章研究略史概観

― 27 ―

（（
大
正
一
三
一
九
二
四
秘
蔵
宝
鑰
の
大
綱

金
山
繆
韶
六
大
新
報
社

宝

×

部
分

×

×

×

×

×
解
題
・

逐
文

×

（2
大
正
一
四
一
九
二
五
大
正
新
脩
大
蔵
経
三
二
大
正
大
蔵

経
刊
行
会

大
蔵
出
版

菩

×

○

高
麗
版

縮
蔵

×

×

×

×

×

（3
大
正
一
五
一
九
二
六
菩
提
心
論
講
話

吉
祥
真
雄
藤
井
佐
兵
衛

菩

×

○

×

×

○

×

×
解
題
・

逐
文

×

（1

昭
和
四

一
九
二
九
昭
和
新
纂
国
訳�

大
蔵
経 
宗
典
部
二

国
訳
大
蔵

経
編
輯
部

東
方
書
院

十

×

×

×

×

○

×

×

×

○

（1

昭
和
四

一
九
二
九
原
文
対
照
和
訳
真
言�

十
巻
章
広
付
法
伝

岡
田
契
昌
宗
典
発
行
所

十

×

○

永
禄�

根
来
版

×

○

×

×

解
題

×

（1

昭
和
五

一
九
三
〇
高
僧
名
著
全
集
二

山
本
勇
夫
平
凡
社

即
二

秘
宝

×

×

×

×

○

×

×

解
題

○

（1

昭
和
五

一
九
三
〇
大
正
新
脩
大
蔵
経
五
七
大
正
大
蔵

経
刊
行
会

大
蔵
出
版

秘

×

○

弘
全

×

×

×

×

×

×

（1

昭
和
六

一
九
三
一
照
遍
和
尚
全
集
一

上
田
照
遍
照
遍
和
尚�

全
集
刊
行
会
声
秘

以
外

×

×

×

×

×

×

×

解
題

（
漢
文
）
漢
文

（1

昭
和
六

一
九
三
一
大
正
新
脩
大
蔵
経
七
七
大
正
大
蔵

経
刊
行
会

大
蔵
出
版

宝
二
即

声
吽

×

○

万
治�

三
年
版

高
野
山
本

×

×

×

×

×

21

昭
和
八

一
九
三
三
真
言
宗
全
書
一
三

高
岡
隆
心
真
言
宗
全

書
刊
行
会

即

×

○

万
治�

三
年
版

×

×

×

×

解
題

（
別
巻
）

×

2（

昭
和
八

一
九
三
三
真
言
宗
全
書
一
四

高
岡
隆
心
真
言
宗
全

書
刊
行
会

声

×

○

×

×

×

×

×

解
題

（
別
巻
）

×
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№

和
暦

西
暦

書
名

編
著
者

発
行
元

収
録

影
印

原
文

底
本

対
校

訓
読

参
考

現
代
語

解
説

語
釈

22

昭
和
九

一
九
三
四
真
言
宗
全
書
一
五

高
岡
隆
心
真
言
宗
全

書
刊
行
会

吽

×

○

×

×

×

×

×

解
題

（
別
巻
）

×

23

昭
和
九

一
九
三
四
大
蔵
経
講
座
一
五

髙
井
観
海
東
方
書
院

即
二

×

○

×

×

○

×

×
解
題
・

逐
文

○

21

昭
和
九

一
九
三
四
即
身
成
仏
義
講
義

吉
祥
真
雄
藤
井
佐
兵
衛

即

×

○

×

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

○

21

昭
和
九

一
九
三
四
大
蔵
経
講
座
二
四

髙
井
観
海
東
方
書
院

宝

×

○

×

×

○

×

×
解
題
・

逐
文

○

21

昭
和
九

一
九
三
四
邦
訳
秘
蔵
宝
鑰

田
中
海
応
豊
山
派
御
遠

忌
事
務
局

宝

×

×

×

×

×

×

○

解
題

○

21
昭
和
一
〇
一
九
三
五
真
言
宗
全
書
一
六

高
岡
隆
心
真
言
宗
全

書
刊
行
会

秘

×

○

開
蔵
鈔
本
・

聞
書
本

大
正
・�

弘
全

×

×

×

解
題

（
別
巻
）

×

21
昭
和
一
〇
一
九
三
五
真
言
宗
全
書
一
二

高
岡
隆
心
真
言
宗
全

書
刊
行
会

二

×

○

指
光
鈔
本
大
正
・�

弘
全

×

×

×

解
題

（
別
巻
）

×

21
昭
和
一
〇
一
九
三
五
真
言
宗
全
書
八

高
岡
隆
心
真
言
宗
全

書
刊
行
会

菩

×

○

万
治�

三
年
版

大
正

×

×

×

解
題

（
別
巻
）

×

31
昭
和
一
一
一
九
三
六
真
言
宗
全
書
一
一

高
岡
隆
心
真
言
宗
全

書
刊
行
会

宝

×

○

宝
鑰
鈔
本
・

勘
注
本

大
正
他

×

×

×

解
題

（
別
巻
）

×

3（
昭
和
一
二
一
九
三
七
国
訳
一
切
経
和
漢
撰
述

諸
宗
部
二
〇

那
須
政
隆
・

亀
井
宗
忠

大
東
出
版
社
宝
即
声

吽
二

×

×

×

×

○

戒
定
等

×
解
題
・

逐
文

戒
定
等

32
昭
和
一
三
一
九
三
八
国
訳
一
切
経
和
漢
撰
述

経
疏
部
一
七

勝
又
俊
教
大
東
出
版
社

秘

×

×

×

×

○

大
正
・
頼

瑜
・
宥
快

×
解
題
・

逐
文

頼
瑜
・

宥
快
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33
昭
和
一
六
一
九
四
一
十
巻
章 

全

高
野
山
大
学
高
野
山�

大
学
出
版

十

×

○

成
福
院
本
山
城
版
・

弘
全

×

×

×

×

×

31
昭
和
一
八
一
九
四
三
日
本
真
言
の
哲
学

金
山
繆
韶
・

柳
田
謙
十
郎
弘
文
堂
書
房

宝

×

×

×

×

部
分

×

部
分

解
題
・

逐
文

○

31
昭
和
二
〇
一
九
四
五
十
巻
章
玄
談
上

長
谷
宝
秀
六
大
新
報
社
即
声

吽
二

×

×

×

×

部
分

×

×

解
題

○

31
昭
和
二
一
一
九
四
六
十
巻
章
玄
談
下

長
谷
宝
秀
六
大
新
報
社
宝
秘
菩

×

×

×

×

部
分

×

×

解
題

○

31
昭
和
四
〇
一
九
六
五
真
言
宗
十
巻
章

大
正
大
真
言

学
研
究
室

金
羊
社

十

○

○

長
谷
寺
本

×

×

×

×

×

×

31
昭
和
四
一
一
九
六
六
智
山
文
庫
六�

即
身
成
仏
義
講
要

芙
蓉
良
順
智
山
派�

宗
務
庁

即

×

○

×

×

○

×

×
解
題
・

逐
文

○

31
昭
和
四
二
一
九
六
七
人
間
の
種
々
相

宮
坂
宥
勝
筑
摩
書
房

宝

×

×

×

×

部
分

×

部
分

解
題

○

11
昭
和
四
三
一
九
六
八
弘
法
大
師
著
作
全
集
一

勝
又
俊
教
山
喜
房�

仏
書
林

菩
以
外

×

×

×

×

○

×

×

解
題

（
別
巻
）

○

1（
昭
和
五
〇
一
九
七
五
現
代
語
の
十
巻
章
と
解
説

栂
尾
祥
雲
高
野
山�

出
版
社

十

×

×

×

×

×

×

○

解
題

○

12
昭
和
五
一
一
九
七
六
般
若
心
経
と
心
経
秘
鍵

に
聞
く

宮
崎
忍
勝
教
育
新
潮
社

秘

×

○

×

×

○

×

×
解
題
・

逐
文

×

13
昭
和
五
二
一
九
七
七
漢
和
対
照
十
巻
章

中
川
善
教
高
野
山�

出
版
社

十

×

○

親
王
院

本
他

×

○

師
伝

×

解
題

×
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№

和
暦

西
暦

書
名

編
著
者

発
行
元

収
録

影
印

原
文

底
本

対
校

訓
読

参
考

現
代
語

解
説

語
釈

11
昭
和
五
二
一
九
七
七
仏
典
講
座
三
二

勝
又
俊
教
大
蔵
出
版

秘
宝

×

○

×

×

○

×

×
解
題
・

逐
文

○

11
昭
和
五
三
一
九
七
八
昭
和
新
訂
真
言
宗
常
用

諸
経
要
聚

中
川
善
教
高
野
山�

出
版
社

秘

大
坪
龍
範
書

×

×

×

○

×

×

×

×

11
昭
和
五
五
一
九
八
〇
即
身
成
仏
義
の
解
説

那
須
政
隆
成
田
山
仏

教
研
究
所

即

×

○

×

×

○

師
伝

×
解
題
・

逐
文

○

11
昭
和
五
七
一
九
八
二
密
教
世
界
の
構
造

宮
坂
宥
勝
筑
摩
書
房

宝

×

×

×

×

部
分

×

部
分

解
題
・

逐
文

×

11
昭
和
五
七
一
九
八
二
声
字
実
相
義
の
解
説

那
須
政
隆
成
田
山
仏

教
研
究
所

声

×

×

×

×

○

師
伝

×
解
題
・

逐
文

○

11
昭
和
五
八
一
九
八
三
弘
法
大
師
空
海
全
集
二
空
海
全
編
輯

委
員
会
・�

宮
坂
宥
勝
他
筑
摩
書
房

菩
以
外

×

×

×

×

○

弘
全
・�

勝
又
本

○

解
題
・

逐
文

○

11
昭
和
五
九
一
九
八
四
口
語
訳
秘
蔵
宝
鑰

加
藤
隆
純
世
界
聖
典

刊
行
協
会

宝

×

×

×

×

○

弘
全

○

解
題

○

1（
昭
和
五
九
一
九
八
四
十
巻
章
講
説
上

小
田
慈
舟
高
野
山�

出
版
社

即
声
吽

×

○

×

×

○

師
伝

×
解
題
・

逐
文

○

12
昭
和
六
〇
一
九
八
五
十
巻
章
講
説
下

小
田
慈
舟
高
野
山�

出
版
社

二
宝

秘
菩

×

○

×

×

○

師
伝

×
解
題
・

逐
文

○

13
昭
和
六
〇
一
九
八
五
空
海 

即
身
成
仏
義

金
岡
秀
友
太
陽
出
版

即

×

○

万
治�

三
年
版

御
影
堂
本

○

×

○

解
題

○
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11
昭
和
六
〇
一
九
八
五
弘
法
大
師
空
海
全
集
八
空
海
全
編

輯
委
員
会
・�

福
田
亮
成

筑
摩
書
房

菩

×

×

×

×

○

×

○

×

○

11
昭
和
六
〇
一
九
八
五
吽
字
義
の
解
説

那
須
政
隆
成
田
山
仏

教
研
究
所

吽

鎌
倉�

高
野
版

○

×

×

○

師
伝

×
解
題
・

逐
文

○

11
昭
和
六
一
一
九
八
六
真
言
宗
十
巻
章

大
正
大
学

真
言
学
智

山
研
究
室

智
山
派
御
遠

忌
奉
修
局

十

×

○

弘
全

高
野
山
大

学
本
・
長
谷

寺
本

×

×

×

×

×

11
昭
和
六
一
一
九
八
六
空
海　

般
若
心
経
秘
鍵

金
岡
秀
友
太
陽
出
版

秘

×

○

×

×

○

×

○

解
題

○

11
昭
和
六
二
一
九
八
七
弁
顕
密
二
教
論
の
解
説

那
須
政
隆
成
田
山
仏

教
研
究
所

二

×

○

×

×

○

師
伝

×
解
題
・

逐
文

○

11
昭
和
六
三
一
九
八
八
弘
法
大
師
に
聞
く
シ
リ
ー

ズ
一　

般
若
心
経
秘
鍵

福
田
亮
成
ノ
ン
ブ
ル
社

秘

×

○

弘
全

×

○

弘
全

○

解
題
・

逐
文

○

11
昭
和
六
三
一
九
八
八
日
本
の
仏
典
二　

空
海

頼
富
本
宏
筑
摩
書
房

二
即
声

吽
秘

×

×

×

×

○

弘
全

×
解
題
・

逐
文

○

1（
昭
和
六
三
一
九
八
八
大
乗
仏
典
中
国
・
日
本

八　

中
国
密
教

頼
富
本
宏
中
央
公
論
社

菩

×

×

×

×

×

×

○

解
題

○

12

平
成
二

一
九
九
〇
成
田
山
選
書
七　

般
若

心
経
秘
鍵　

二
〇
一
六

年
再
版
に
影
印
有
り

松
本
照
敬
成
田
山
仏

教
研
究
所

秘

南
北
朝�

根
来
版

×

×

×

○

×

○

解
題

○

13

平
成
五

一
九
九
三
岩
波
講
座�

日
本
文
学
と
仏
教
一

岡
村
圭
真
岩
波
書
店

即

×

×

×

×

部
分

×

×

解
題

×
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№

和
暦

西
暦

書
名

編
著
者

発
行
元

収
録

影
印

原
文

底
本

対
校

訓
読

参
考

現
代
語

解
説

語
釈

11

平
成
六

一
九
九
四
定
本
弘
法
大
師
全
集
三
弘
法
大
師�

著
作
研
究
会
密
教
文
化

研
究
所

菩
以
外

×

○

高
山
寺
本�

・
東
大
寺

本
他

高
野
山
本�

・
東
寺
本

他

×

×

×

解
題

×

11

平
成
六

一
九
九
四
弘
法
大
師
に
聞
く
シ
リ
ー

ズ
二　

秘
蔵
宝
鑰

福
田
亮
成
ノ
ン
ブ
ル
社

宝

×

○

×

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

○

11

平
成
六

一
九
九
四
空
海
と『
般
若
心
経
』の

こ
こ
ろ

池
口
恵
観
講
談
社

秘

×

×

×

×

○

×

×
解
題
・

逐
文

×

11

平
成
八

一
九
九
六
小
田
慈
舟
大
僧
正
伝
授

「
十
巻
章
」素
読
解
説

大
沢
聖
観
・

栗
山
秀
純

北
辰
堂

十

×

×

×

×

×

×

×

×

×

11

平
成
八

一
九
九
六
弘
法
大
師
に
聞
く
シ
リ
ー

ズ
三　

現
代
語
訳�

即
身
成
仏
義

福
田
亮
成
ノ
ン
ブ
ル
社

即

×

×

×

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

○

11
平
成
一
一
一
九
九
九
般
若
心
経
秘
鍵
講
義

坂
田
光
全
高
野
山�

出
版
社

秘

×

○

高
野
山�

大
学
本

×

○

著
者

×
解
題
・

逐
文

○

11
平
成
一
二
二
〇
〇
〇
講
本
弘
法
大
師
著
作
集

勝
又
俊
教
山
喜
房�

仏
書
林

菩
以
外

×

×

×

×

○

×

×

×

○

1（
平
成
一
二
二
〇
〇
〇
傍
訳　

秘
蔵
宝
鑰
上

宮
坂
宥
勝
四
季
社

宝

×

○

×

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

○

12
平
成
一
二
二
〇
〇
〇
傍
訳　

秘
蔵
宝
鑰
下

宮
坂
宥
勝
四
季
社

宝

×

○

×

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

○

13
平
成
一
三
二
〇
〇
一
弘
法
大
師
に
聞
く
シ
リ
ー

ズ
五　

現
代
語
訳�

弁
顕
密
二
教
論

福
田
亮
成
ノ
ン
ブ
ル
社

二

×

×

×

×

○

×

×
解
題
・

逐
文

×
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11
平
成
一
四
二
〇
〇
二
『
吽
字
義
』考　

成
田
山

仏
教
研
究
所
紀
要
二
五

松
本
照
敬
成
田
山
仏

教
研
究
所

吽

×

×

×

×

○

定
弘

○

解
題

○

11
平
成
一
四
二
〇
〇
二
傍
訳　

即
身
成
仏
義　

声
字
実
相
義

宮
坂
宥
勝
四
季
社

即
声

×

○

定
弘

×

○

×

○

解
題

○

11
平
成
一
四
二
〇
〇
二
傍
訳　

般
若
心
経
秘
鍵　

吽
字
義

宮
坂
宥
勝
四
季
社

秘
吽

×

○

定
弘

×

○

昭
和
新

訂
諸
経

要
聚

○

解
題

○

11
平
成
一
四
二
〇
〇
二
傍
訳　

弁
顕
密
二
教
論

佐
藤
隆
賢
四
季
社

二

×

○

×

×

○

空
海
全

○

解
題

○

11
平
成
一
四
二
〇
〇
二
弘
法
大
師
に
聞
く
シ
リ
ー

ズ
六　

現
代
語
訳�

声
字
実
相
義

福
田
亮
成
ノ
ン
ブ
ル
社

声

×

○

×

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

○

11
平
成
一
四
二
〇
〇
二
弘
法
大
師
・
空
海
を
読
む

加
藤
精
一
大
法
輪
閣

即
二
秘

×

×

×

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

×

11
平
成
一
五
二
〇
〇
三
詳
解
般
若
心
経
秘
鍵

新
開
真
堂
青
山
社

秘

×

○

高
野
山�

大
学
本

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

○

1（
平
成
一
五
二
〇
〇
三
空
海　

弁
顕
密
二
教
論

金
岡
秀
友
太
陽
出
版

二

×

×

×

×

○

済
暹
他

○

解
題

○

12
平
成
一
六
二
〇
〇
四
密
教
瞑
想
か
ら
読
む�

般
若
心
経

越
智
淳
仁
大
法
輪
閣

秘

×

×

×

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

○

13
平
成
一
六
二
〇
〇
四
般
若
心
経
秘
鍵
入
門

村
岡
空

大
覚
寺�

出
版
部

秘

×

○

定
弘

×

○

定
弘

○

解
題
・

逐
文

○
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№

和
暦

西
暦

書
名

編
著
者

発
行
元

収
録

影
印

原
文

底
本

対
校

訓
読

参
考

現
代
語

解
説

語
釈

11
平
成
一
六
二
〇
〇
四
空
海
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一

宮
坂
宥
勝
筑
摩
書
房

宝
二

×

×

×

×

○

弘
全
・�

空
海
全
・

定
弘

部
分

解
題
・

逐
文

○

11
平
成
一
六
二
〇
〇
四
空
海
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
二

宮
坂
宥
勝
筑
摩
書
房

即
声

吽
秘

×

×

×

×

○

弘
全
・�

定
弘

部
分

解
題
・

逐
文

○

11
平
成
一
七
二
〇
〇
五
即
身
成
仏
義
を
読
む

岡
村
圭
真
高
野
大
通

信
教
育
室

即

×

○

定
弘

×

定
弘

中
川
本

×
解
題
・

逐
文

栂
尾
本�

・
小
田

本

11
平
成
一
七
二
〇
〇
五
弘
法
大
師
に
聞
く
シ
リ
ー

ズ
七　

現
代
語
訳�

吽
字
義

福
田
亮
成
ノ
ン
ブ
ル
社

吽

×

○

×

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

○

11
平
成
一
八
二
〇
〇
六
空
海 

般
若
心
経
の�

秘
密
を
読
み
解
く

松
長
有
慶
春
秋
社

秘

×

○

定
弘

×

○

中
川
本

○

解
題
・

逐
文

○

11
平
成
一
八
二
〇
〇
六
弘
法
大
師
に
聞
く
シ
リ
ー

ズ
別
巻　

現
代
語
訳�

菩
提
心
論

福
田
亮
成
ノ
ン
ブ
ル
社

菩

×

○

×

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

○

11
平
成
一
九
二
〇
〇
七
空
海
の
哲
学�

『
声
字
実
相
義
』

北
尾
克
三
郎
プ
ロ
ス
パ
ー

企
画

声

×

×

×

×

部
分

×

○

解
題
・

逐
文

×

1（
平
成
二
〇
二
〇
〇
八
密
教
・
自
心
の
探
求

生
井
智
紹
大
法
輪
閣

菩

×

×

×

×

○

高
野
山�

大
学
本

○

×

×

12
平
成
二
二
二
〇
一
〇
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
日
本
の
思

想　

空
海「
秘
蔵
宝
鑰
」
加
藤
純
隆
・

加
藤
精
一

角
川
学
芸

出
版

宝

×

×

×

×

×
口
語
訳

宝
鑰

○

解
題

○

現代密教　第32号　
� P. 34智山伝法院 216.0

302.0
×１

念校（34）仮＿



近現代十巻章研究略史概観

― 35 ―

13
平
成
二
三
二
〇
一
一
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
日
本
の
思

想　

空
海「
般
若
心
経

秘
鍵
」

加
藤
精
一
角
川
学
芸

出
版

秘

×

×

×

×

○

×

○

解
題

×

11
平
成
二
四
二
〇
一
二
『
般
若
心
経
秘
鍵
』解
説

長
尾
豊
喜
星
雲
社

秘

×

×

×

×

○

×

○

○

○

11
平
成
二
五
二
〇
一
三
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
日
本
の
思

想　

空
海「
即
身
成
仏
義
」

「
声
字
実
相
義
」「
吽
字
義
」
加
藤
精
一
角
川
学
芸

出
版

即
声
吽

×

×

×

×

○

×

○

解
題

×

11
平
成
二
六
二
〇
一
四
空
海
の
思
想

竹
内
信
夫
筑
摩
書
房

即
声

×

○

×

定
弘

部
分

定
弘

部
分

解
題
・

逐
文

×

11
平
成
二
六
二
〇
一
四
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
日
本
の�

思
想　

空
海「
弁
顕
密

二
教
論
」

加
藤
精
一
角
川
学
芸

出
版

二

×

×

×

×

○

×

○

解
題
・

逐
文

○

11
平
成
二
八
二
〇
一
六
空
海
教
学
の
真
髄

村
上
保
壽
法
藏
館

菩
以
外

×

×

×

×

部
分

×

×

解
題

○

11
平
成
二
九
二
〇
一
七
『
秘
蔵
宝
鑰
』の
研
究　

密
教
文
化
研
究
所
紀
要

別
冊

弘
法
大
師�

著
作
研
究
会
密
教
文
化

研
究
所

宝

×

○

定
弘

×

○

定
弘
・�

中
川
本

○

×

○

100
平
成
二
九
二
〇
一
七
空
海
に
学
ぶ
仏
教
入
門
吉
村
均

筑
摩
書
房

宝

×

×

×

×

×

×

部
分

解
題

×

101
平
成
二
九
二
〇
一
七
現
代
日
本
語
訳
空
海
の

秘
蔵
宝
鑰

正
木
晃

春
秋
社

宝

×

×

×

×

×

×

○

解
題

×

102
平
成
二
九
二
〇
一
七
『
秘
蔵
宝
鑰
』の
研
究　

第
二
分
冊　

密
教
文
化

研
究
所
紀
要
別
冊

弘
法
大
師�

著
作
研
究
会
密
教
文
化

研
究
所

宝

×

○

定
弘

×

○

定
弘
・�

中
川
本

○

×

○
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№

和
暦

西
暦

書
名

編
著
者

発
行
元

収
録

影
印

原
文

底
本

対
校

訓
読

参
考

現
代
語

解
説

語
釈

103
平
成
三
〇
二
〇
一
八
『
秘
蔵
宝
鑰
』の
研
究　

第
三
分
冊　

密
教
文
化

研
究
所
紀
要
別
冊

弘
法
大
師�

著
作
研
究
会
密
教
文
化

研
究
所

宝

×

○

定
弘

×

○

定
弘
・�

中
川
本

○

×

○

104
平
成
三
〇
二
〇
一
八
訳
注 

般
若
心
経
秘
鍵

松
長
有
慶
春
秋
社

秘

×

○

定
弘

×

○

中
川
本

×
解
題
・

逐
文

○

105
平
成
三
〇
二
〇
一
八
訳
注 
秘
蔵
宝
鑰

松
長
有
慶
春
秋
社

宝

×

×

×

×

○

弘
全
・�

定
弘
・�

中
川
本

○

解
題
・

逐
文

○

106
平
成
三
一
二
〇
一
九
訳
注 

即
身
成
仏
義

松
長
有
慶
春
秋
社

即

×

○

定
弘

定
弘
・�

弘
全

○

弘
全
・�

中
川
本

○

解
題
・

逐
文

○

107

令
和
二

二
〇
二
〇
空
海
の
般
若
心
経

村
上
保
壽
セ
ル
バ
出
版

秘

×

×

×

×

部
分

×

部
分

解
題
・

逐
文

○

108

令
和
二

二
〇
二
〇
空
海
の
哲
学

竹
村
牧
男
講
談
社

即

×

×

×

×

○

定
弘

×
解
題
・

逐
文

×

109

令
和
二

二
〇
二
〇
『
即
身
成
仏
義
』の
研
究　

密
教
文
化
研
究
所
紀
要

別
冊

弘
法
大
師�

著
作
研
究
会
密
教
文
化

研
究
所

即

×

○

定
弘

×

○

定
弘
・�

中
川
本

○

×

○

110

令
和
二

二
〇
二
〇
『
声
字
実
相
義
』の
研
究　

密
教
文
化
研
究
所
紀
要

別
冊

弘
法
大
師�

著
作
研
究
会

密
教
文
化

研
究
所

声

×

○

定
弘

×

○

定
弘
・�

中
川
本

○

×

○

111

令
和
二

二
〇
二
〇
訳
注 

声
字
実
相
義

松
長
有
慶
春
秋
社

声

×

○

定
弘

弘
全
・�

中
川
本

○

弘
全
・�

中
川
本

○

解
題
・

逐
文

○
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112

令
和
二

二
〇
二
〇
般
若
心
経
の
神
髄

小
峰
彌
彦
里
文
出
版

秘

×

×

×

×

部
分

×

部
分

解
題
・

逐
文

×

113

令
和
二

二
〇
二
〇
『
秘
蔵
宝
鑰
』を
読
む

竹
村
牧
男
春
秋
社

宝

×

×

×

×

○

弘
全

部
分

解
題
・

逐
文

○

114

令
和
二

二
〇
二
〇
空
海「
秘
蔵
宝
鑰
」を
読
む

福
田
亮
成
国
書
刊
行
会

宝

×

×

×

×

部
分

勝
又
本

部
分

解
題
・

逐
文

×

115

令
和
二

二
〇
二
〇
菩
提
心
論
の
解
明

北
尾
隆
心
東
方
出
版

菩

×

○

著
者�

所
持
本

×

○

師
伝

○

解
題
・

逐
文

○

116

令
和
三

二
〇
二
一
『
吽
字
義
』の
研
究　

密
教

文
化
研
究
所
紀
要
別
冊

弘
法
大
師�

著
作
研
究
会
密
教
文
化

研
究
所

吽

×

○

定
弘

×

○

定
弘
・�

中
川
本

○

×

○

117

令
和
三

二
〇
二
一
訳
注 

吽
字
義
釈

松
長
有
慶
春
秋
社

吽

×

○

定
弘

弘
全
・�

中
川
本

○

弘
全
・�

中
川
本

○

解
題
・

逐
文

○

118

令
和
三

二
〇
二
一
般
若
心
経
秘
鍵
へ
の
招
待
高
野
山
布

教
研
究
所

法
藏
館

秘

×

×

×

×

○

定
弘
・�

中
川
本

○

解
題
・

逐
文

×

119

令
和
三

二
〇
二
一
空
海
の
言
語
哲
学

竹
村
牧
男
春
秋
社

声

×

×

×

×

○

定
弘
・�

那
須
他

○

解
題
・

逐
文

×

120

令
和
三

二
〇
二
一
校
注 

菩
提
心
論

大
柴
清
圓
大
遍
照
院

菩

×

○

三
十
帖�

策
子
本

三
千
院

本
他

○

大
柴
本
他

×

逐
文

○

121

令
和
四

二
〇
二
二
訳
注 

弁
顕
密
二
教
論

松
長
有
慶
春
秋
社

二

×

×

×

×

○

弘
全
・�

定
弘
・�

中
川
本

○

解
題
・

逐
文

○

122

令
和
四

二
〇
二
二
『
弁
顕
密
二
教
論
』の�

研
究 

密
教
文
化
研
究
所

紀
要
別
冊

弘
法
大
師�

著
作
研
究
会
密
教
文
化

研
究
所

二

×

○

定
弘

×

○

定
弘
・�

中
川
本

○

×

○
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